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2 C 2 研究開発活動に 関する日本企業の 特徴と課題 

一日米比較調査の 結果、 その他を援用して 一 

横山 正幸 ( 社団法人 科学技術と経済の 会 研究員 ) 

こ関する日米比較調査 
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● 目木 : JAT ES メンバ一企業を 対象 
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回収企業 1@ 74?@ 

回収企業   
一 ) の特徴 

42 社 

O 米     国側企業は 「資本金規模」で 日本側企業を 圧倒している 
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「売上高」 ではその優位は 弱まる。 

力 $ 、 

研究開発投資を 総額で見る限り、 日米の差は歴然としている。 

研究開発投資の 内訳で直接研究開発費、 及び人件費への 支出 

の比重も米国側が 日本側企業を 上回っている。 

国防関連政府負担を 受けている企業は、 米国側が日本側を 

上回っている。 

研究開発の国外投資では、 日本側企業は 完全な米国偏重 

であ る。 

研究開発人材   の量的な面で 

製造部門開発部門に   お ける 

日本側を大きく 上回って い 

研究部門研究専門職の 資格 

  工業高校 及 U. エ ， 業 高等専 

Ⅰ ， 「   4 車 ゴ 『」 0 回答が目立っ 

「中途採用」及び「転職」 

ただし「大学への 転職」に 

6 日米格差は明らかであ る。 特に 

開発専門職の 人員数」は、 米国側 あ 

る。 

( 学歴 ) では、 日本側に「その 他」 

門 学校出身者と 思われるⅠ米国 廿 

ている。 

ともに米国側が 日本側を上回る。 

関しては、 米国側は皆無であ る。 
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D. 米国側企業 (I R I メンバ一 ) と比較した日本側企業 (JATES メンバ一 ) の特徴 

(3) 研究開発人材とその 処遇 ④ 同一年齢の研究専門職の 間の年収格差は、 日本側は米国側と 

比較して小さい。 

(4) 研究開発活動の 推進体制 0  日本側は企業内の 部門間移動が 米国側より頻繁であ る。 

(5) 日米の相互認識 ① 自社のトップマネ 、 ジメントの研究開発活動への 取り組みは、 

日本側の評価が 米国側を上回る。 

② 日本側の対米評価では「企業の 基礎研究活動 J 、 及 び 「政府 

0 科学技術政策」に 対する評価が 極めて高く、 一万米国側の 

対日評価は全て 高いが、 「企業の基礎研究活動」に 対する評価 

目立って低い 俺 

③ 自社の研究者をどの 程度に評価しているかについては、 日本側 

が「商品化の 能力」、 並びに「企画部門との 関係」に対して、 

比較的高い評価を 与えている一万、 米国側は他の 研究所並びに 

他 企業との関係、 つまり社外交流に 対しで高い評価を 与えて 

いる。 

m. 課題 ① 研究開発活動の 国際展開 

② 研究人材流動化の 促進 

③ 基礎研究の推進 強ィヒ 
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